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成績評価の方法

到達目標に掲げた３つの項目を満たすこと以下の内容を成績評価の基準とします。
・社会福祉の意義、社会福祉における各種の支援の視点について理解しているか。
・社会福祉の制度や実施体系について具体的に理解しているか。
・相談援助、利用者の保護に関わる仕組みについての基礎について理解しているか。
・社会福祉の動向を把握し、その変化への関心と考察をができているか。

授業時間外
学修

事前学習90分　テキスト、配付資料を精読し不明な箇所、興味のある箇所などを確認しておく。
事後学習90分　テキスト、配付資料、ノートをもとに学修事項を振り返る。

成績評価の基準

フィードバックの
方法

・試験６０％　授業内に提示する課題４０％　として総合的に評価する。
・原則として、4/5以上の出席が無い場合は不可とします。
 ※出席は、毎回の授業で課すレポート課題の提出により確認します（各回ごとに提出期限を設けますので注意してください）。

・必要に応じて、Teamsやメールを活用してフィードバックを行います。

その他 ・授業内に提示する課題は提出期限を設けます。提出期限を過ぎたものについては受け付けませんので注意してください。

2024年参考書・

参考資料

書籍名 著者 出版社 出版年 ISBN

みらい×子どもの福祉ブックス　社
会福祉（第2版）

未定

教育情報出版

七訂　栄養士・管理栄養士
をめざす人の社会福祉

岩松珠美・三谷義明　編 株式会社みらい

2024年

新・子ども家庭福祉〔第２版〕 浦田雅夫　編著

978-4-86015-616-9

金額（参考）

卒業認定・
学位授与の

方針との関連性
・ＤＰ1：知識・理解、ＤＰ3関心・意欲に該当する。ＤＰ2：思考・判断に一部該当する。

教科書

書籍名 著者 出版社 出版年 ISBN

未定

金額（参考）

授業の概要

本科目では、「社会福祉」の基礎的理解を得るために、以下の5つのテーマに基づき学習を進めていく。
（1）現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷及び社会福祉における子ども家庭支援の視点について理解する。
（2）社会福祉の制度や実施体系等について理解する。
（3）社会福祉における相談援助について理解する。
（4）社会福祉における利用者の保護に関わる仕組みについて理解する。
（5）社会福祉の動向と課題について理解する。

社会福祉の基礎

実務経験のある
教員の授業内容

障害のある子どもの教育に関する実務経験を踏まえて、社会福祉の考え方、福祉制度や施策等の基礎について学習を進めていきま
す。

授業の目的

　少子高齢化や貧困問題など、現代社会におけるさまざまな福祉的課題を理解するために、社会福祉の意義や歴史的変遷などの基
本的知識を修得すること。
　また、関連法規や制度、対人援助の技術や多様な社会的支援について理解し、それらに主体的に取り組むための基礎的な力を養
うことを本科目の目的とします。

授業の計画
と内容

【本科目はオンラインで実施します】【オンデマンド　教科書中心型】
１．ガイダンス、現代社会と福祉問題
２．社会福祉の理念
３．諸外国における社会福祉のあゆみ
４．我が国における社会福祉のあゆみ
５．社会福祉の法・制度の基礎
６．社会福祉の機関、施設と専門職
７．国民の生活を支える社会保障制度の基礎（１）社会保険制度
８．国民の生活を支える社会保障制度の基礎（２）公的扶助
９．子ども家庭福祉
10．障害者福祉
11．高齢者福祉と介護保険制度
12．社会福祉における支援活動の概要
13．福祉サービスの利用者支援と権利擁護
14．地域福祉の進展と多様な社会的支援制度
15．全体のまとめ（これからの社会福祉について考える）
　　 定期試験（レポート）

（１）社会福祉の理念と意義を理解し、社会構造やライフスタイルの変化をふまえた、さまざまな福祉課題について考察する力を修得
する。
（２）社会福祉の歴史を理解し、現代社会における社会福祉の意義や役割を考える力を修得する。
（３）対人援助の技術や多様な社会的支援の技術や方法の基礎を理解し、社会福祉に関する諸課題に取り組む力を修得する。

授業の到達目標

志濃原 亜美 編 株式会社みらい


